第20回中小商工業全国交流・研究集会

中小商工業と地域の力で 幸せで公正な社会を
ＨＰ・メールニュース<№７>
2017年8月30日
第１分科会「ものづくりと産業集積再生の課題」―グローバル化のもとで地域再生と集積の課題
　新たなものづくりへの挑戦や地場産業の変化・発展方向、地方版総合戦略への位置づけとその実践などを交え、ものづくりと産業集積の再生の課題を探ります。製造業におけるグローバル生産と「産業空洞化」の問題をはじめ、中小製造業の人材確保・育成が業界の課題となっており、助言者を務める、小林世治・元日本大学教授、永田瞬・高崎経済大学准教授がそれぞれ報告を予定しています。「新たな加工にチャレンジして下請から脱却」「下請からメーカーへ:経営計画をもって企業の発展をめざして」「自社のめっき技術を生かした海外進出の現状と課題」など、参加者からは具体的な実践経験が語られ、注目です！
第３分科会「商店街と地域商業の課題」―地域で輝く商業の発展方向を探る―
　この分科会では商店街を中心にした世代間交流、産学連携で地域商業に活気を生み出している取り組み、震災後の商店街・商店とまちづくり、フランチャイズ問題など、商店街と地域商業の発展方向の交流がテーマ。「データなどをベースに正確に科学的に地域の状況を把握することからまちづくりはスタートする」と語る、助言者の足立基浩・和歌山大学教授は「商店街と地域商業―商店街を科学的に分析する―」を報告します。また、二日目の閉会全体会でも特別報告を行う岡崎まちゼミの会代表の松井洋一郎さんも分科会に参加し、①全国300地域にて行っているまちゼミの状況、②まちゼミ事業の運営、③成果と効果を得るための工夫などを話します。同分科会は地域商業の発展方向を探る絶好の機会となります。
[image: image1.emf]第９分科会「小企業の活躍を促す自治体施策」―小規模企業振興基本法を地域でどう具体化しているか―
中小業者を軸とした循環型経済や地域振興施
策を求めて自治体への政策提案が前進してい
ます。実現してきた新たな施策、条例、仕事
確保・予算獲得運動を交流します。小規模企
業振興基本条例を具体化する取り組みとして
「帯広市中小企業振興基本条例10周年にあ
たって」「小規模基本法を生かした自治体要請」。
また、適正単価の確保、公契約条例などについ
ては、「吹田市造園業務のダンピング問題解決に向けた取り組みの報告」「公契約をめぐる労働組合の取り組み」の報告が準備されるなど盛りだくさんの分科会です。
＊＊＊《移動分科会①「豊橋まちゼミ視察」》＊＊＊
定員になりましたので、受付を締め切りました。
＊＊＊《移動分科会②「農商工連携レモン＆牛乳deぷちっと渥美半島》＊＊＊
定員になりましたので、受付を締め切りました。
＊＊＊基礎講座１「事業計画の作り方と実践方法」＊＊＊

会場座席数に相当する参加申込みがありましたので、これから申込みをされる方は基礎講座２、パネルＡ、パネルＢへの参加をお願いします。

*****《参加申し込みについて》*****

１、日時・開催場所　
第１日：９月２日（土）

【全体会】13：00～（受付12：00～）（会場：アイプラザ豊橋講堂）

○講演○基調報告
　【パネルディスカッション】16：00～18：30 

　　　Ａ：地域振興の実践に学ぶ　（会場：アイプラザ豊橋講堂）
　　Ｂ：小規模事業者支援と最賃引き上げの可能性（会場：愛知大学内）
　　【基礎講座】16：00～18：30
　　　１：「事業計画の作り方と実践方法」（会場：アイプラザ豊橋小ホール）

　　　２：「憲法と経済民主主義を考える」（会場：愛知大学内）
【参加者交流会】19：00～　（会場：愛知大学　大学生協カフェテリア）

参加費（別途）5000円　＊事前申し込みが必要です＊

第２日：９月３日（日）　　

【分科会】9：00～12：30　13分科会（会場：愛知大学豊橋キャンパス内）
【閉会全体会】13：20～15：20
特別報告①「さあ、商いを楽しもう！まちゼミの力と可能性」

特別報告②「リニア新幹線は地域経済に何をもたらすのか」
＊オプション企画「日本が誇る産業遺産・三河ガラ紡の動態展示見学」15：30～
２、参加費　　２日間：10,000円、学生・院生3,000円
〔送金方法〕
■銀行振込　　りそな銀行  目白出張所　普通預金0033885　「商工交流会」

■郵便振替　　00100-4-76755　「商工交流会実行委員会」

■現金書留　　〒171-8575　豊島区目白2-36-13　全商連会館内

第20回中小商工業全国交流・研究集会全国実行委員会
＊問合せ・参加申込みは民商・全商連まで。全商連　電話03-3987-4391
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